
近赤外レーザー吸収分光法を用いた大気圧プラズマフレアー中の 

ヘリウム準安定原子密度の高時空間分解計測 

High-resolved spatiotemporal measurements of helium metastable atom density in 

atmospheric pressure plasma using near infrared laser absorption spectroscopy. 
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低温の大気圧ヘリウムプラズマジェットによる血液凝固止血は, 低侵襲な止血法として期待さ

れている [1]. この血液凝固プロセスでは多くの要因, 特に液層表面でのプロセスが重要と考えら

れる. そこで, プラズマ及び各種活性種の生成過程において重要な役割を果たすヘリウム準安定

原子(Hem)の密度計測を行うことにより, 被照射物表面で生起する現象の理解に繋げる [2]. Fig.1

に示すような近赤外レーザー吸収分光システムにより [3,4], プラズマ源ノズル出口から被照射物

表面間におけるHem密度の空間分布計測を行った. 特に, 被照射物表面での空間分解能を上げ, 放

電周期毎の時間分解データを取得した. 

本実験により, 以下の様な結果が得られた. 印加電圧の 1周期中(約 16 μs)において, Hemの密度

はゼロベースからピークに達し, やがて消失するという過程を毎周期で繰り返す. 印加電圧が高

い場合, ノズル先端からターゲットまでの各計測点において，正電圧印加時の Hem の吸収には 2

回ピークが現れる. 最初のピークは, プラズマ源のノズル先端から離れるに伴い観測されるタイ

ミングが遅くなることから, Hemの生成場所が, bullet伝播と共に移動していると考えられる. 2 番

目のピークは，印加電圧が高い場合に出現し, 観測点によらずほぼ同じタイミングで観測される

ため, 生成場所が移動していないことが確認された. また, 負電圧印加時では, Hem の生成場所が

ターゲット側からノズル方面へ移動していることが確認された。  

Hemの密度は，ノズル先端からターゲ

ット方向に遠ざかるにつれて次第に減

少する. しかしながら, ターゲット近傍

(ターゲット表面から 1 mm 以内)では, 

ターゲットにより近い場所程, Hemの径

は拡がるものの吸収量も増加し, 吸収

量の増加傾向の方が強いことから , 一

度減少した Hemの密度が，ターゲット近

傍において上昇することが見出された. 
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Fig.1. Schematic drawing of the measurement system. 
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